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選出区
会派名

会派名
自 由 民 主 党：自由民主党千葉市議会議員団
立憲民主・無所属：立憲民主・無所属千葉市議会議員団
公 明 党：公明党千葉市議会議員団
日 本 共 産 党：日本共産党千葉市議会議員団
日本維新の会ちば：日本維新の会ちば

議会に提出された議案などを分野別に審査します。議員はいずれかの委員会に所属し、任期は1年です。常任委員会 定数各10人
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委員長 副委員長

保健消防委員会 保健医療、高齢者 ･障害者の福祉、救急、消防、病院などを所管
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教育未来委員会 子どもの福祉、子育て、教育、生涯学習などを所管

緑区
自由民主党

石
いし

井
い

　茂
しげたか

隆
中央区

自由民主党

植
うえくさ

草　毅
たけし

稲毛区
立憲民主･無所属

小
こ

坂
さか

　さとみ
稲毛区

立憲民主･無所属

渡
わたなべ

辺　忍
しのぶ

委員長 副委員長

若葉区
公明党

青
あおやま

山　雅
まさ

紀
き

緑区
自由民主党

松
まつざか

坂　吉
よしのり

則
中央区

自由民主党

宇
う る ま

留間　又
また

衛
え

門
もん

美浜区
無所属

大
おおひら

平　真
まさひろ

弘
美浜区
公明党

伊
い

藤
とう

　康
こうへい

平
美浜区

日本共産党

佐
さ さ き

々木　友
ゆう

樹
き

総務委員会 危機管理、防災、総合計画、行政改革、財政などを所管

委員長 副委員長

花見川区
立憲民主･無所属

三
さんぺい

瓶　輝
てる

枝
え

若葉区
日本共産党

野
の

本
もと

　信
のぶまさ

正
若葉区
自由民主党

前
まえ

田
だ

　健
けんいちろう

一郎
中央区
公明党

酒
さか

井
い

　伸
しん

二
じ

緑区
自由民主党

三
み す

須　和
かず

夫
お

若葉区
自由民主党

石
いしばし

橋　毅
たけし

緑区
公明党

吉
よしかわ

川　英
えい

二
じ

花見川区
日本共産党

盛
もり

田
た

　眞
ま

弓
ゆみ

稲毛区
立憲民主･無所属

川
か わ い

合　隆
たか

史
し

稲毛区
自由民主党

小
こ

松
まつざき

﨑　文
ふみよし

嘉

環境経済委員会 市民協働、文化 ･スポーツ振興、環境保全、ごみ、経済振興、農業などを所管
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市の事務事業が適正かつ効率的に実施されているか監査を行います。
監査委員4人のうち2人が議員から選任されています。

　桜 井 秀 夫　　石 川 　 弘

調査特別委員会 定数各11人　（◎は委員長、○は副委員長）

議会運営委員会 定数11人　（◎は委員長、○は副委員長） 監査委員

大都市の実態に対応した行財政運営の確立と地方分権の推進について調査する
とともに、大都市固有の特性や課題を踏まえたまちづくりについて調査します。
◎岩 井 雅 夫　　○石 川 美 香　　岡 崎 純 子　　小坂さとみ
　盛 田 眞 弓　　　森 山 和 博　　宇留間又衛門　　中 島 賢 治
　石 橋 　 毅　　　三 瓶 輝 枝　　中 村 公 江

議事日程や議案、意見書、請願、陳情の取り扱いなど、議会の運営に関する
ことを協議します。
◎前田健一郎　　○段 木 和 彦　　茂 呂 一 弘　　岳 田 雄 亮
　伊 藤 隆 広　　　渡 辺 　 忍　　安 喰 初 美　　椛 澤 洋 平
　亀 井 琢 磨　　　森 山 和 博　　小松﨑文嘉

激甚化 ･頻発化する豪雨や首都直下地震などの自然災害へ適確に対応
していくための防災 ･減災対策について調査します。
◎酒 井 伸 二　　○植 草 　 毅　　野 島 友 介　　青 山 雅 紀
　亀 井 琢 磨　　　田 畑 直 子　　麻 生 紀 雄　　佐々木友樹
　向 後 保 雄　　　石 井 茂 隆　　米 持 克 彦

2つ以上の常任委員会に関係する案件や、特に重要な問題の調査・研究を行います。

大都市制度調査特別委員会 防災 ･減災対策調査特別委員会

会　派　名 人数 役　員　及　び　構　成　員

自 由 民 主 党	
千 葉 市 議 会 議 員 団 17

幹事長	 相談役	 副幹事長	 会計	 幹事
前　田　健一郎	 小松﨑　文　嘉	 伊　藤　隆　広	 岳　田　雄　亮	 須　藤　博　文　　石　川　　　弘
阿　部　　　智	 松　坂　吉　則	 植　草　　　毅	 岩　井　雅　夫	 向　後　保　雄　　宇留間　又衛門
中　島　賢　治	 三　須　和　夫	 石　井　茂　隆	 米　持　克　彦	 石　橋　　　毅

立 憲 民 主 ･ 無 所 属
千 葉 市 議 会 議 員 団 11

幹事長　　　　　　　　  副幹事長	 副幹事長	 会計	 	  相談役
段　木　和　彦	 亀　井　琢　磨	 渡　辺　　　忍	 小　坂　さとみ	 麻　生　紀　雄　　岡　崎　純　子
三　井　美和香	 田　畑　直　子	 川　合　隆　史	 白　鳥　　　誠	 三　瓶　輝　枝

公 明 党
千 葉 市 議 会 議 員 団 8

幹事長	 副幹事長	 会計
森　山　和　博	 茂　呂　一　弘	 吉　川　英　二	 石　川　美　香	 桜　井　秀　夫　　青　山　雅　紀
伊　藤　康　平	 酒　井　伸　二

日 本 共 産 党
千 葉 市 議 会 議 員 団 7

幹事長	 副幹事長	 会計幹事	
中　村　公　江	 椛　澤　洋　平	 盛　田　眞　弓	 野　島　友　介	 安　喰　初　美　　佐々木　友　樹
野　本　信　正

日 本 維 新 の 会 ち ば 3 幹事長	 副幹事長	 会計
渡　邊　惟　大	 山　崎　真　彦	 守　屋　　　聡

無 所 属 1 黒　澤　和　泉
無 所 属 1 大　平　真　弘
無 所 属 1 蛭　田　浩　文
無 所 属 1 櫻　井　　　崇

会派等構成 議員定数50人（令和8年7月7日現在）

6月12日に開催した各常任委員会では、補正予算･条例議案な
どを詳細に審査しました。質疑の一部をご紹介します。
なお、各委員会の所管事項は2面に掲載しています。

総務委員会 議案3件 保健消防委員会 議案1件

都市建設委員会 議案2件
請願1件

常任委員会
（録画放映）

小学校の通学路における
路肩カラー化の進捗と補修は

通学路の路肩カラー化の進捗状況と、カラ
ー化後の経年劣化の補修について伺う。
平成28年度に策定した「千葉市通学路のカ
ラー化計画」では、スクールゾーンである学

校から半径500m以内の通学路、延べ116㎞の路
肩の整備を、当初計画を2年前倒して令和4年度に
完了した。5年度からの第2期計画では、新たにス
クールゾーン外側の、歩道がない通学路49㎞の整
備を実施することとしており、今年度、全165㎞の
整備が完了する見込
みである。なお、今後
は整備済みの路線で
色落ちなど劣化が進
行している区間の補
修に注力していく。

問

答

次世代型の太陽電池を対象として固定資産税と都市計画税の特例
措置を重点化するとのことだが、その概要について伺う。
次世代型のぺロブスカイト太陽電池は、従来のシリコン型と比べ、
電池の寿命が短いなどの課題はあるものの、薄くて軽いため加工が

しやすく、これまで設置が困難であった施設に
も導入が見込まれ、将来性が期待される。次世
代型太陽電池の早期の社会実装を後押しするた
め、従来型を税特例の対象から除外し、次世代
型の税特例の率を拡充する重点化を図り、特例
措置の適用期間を3年間延長する。

問

答

将来の健康や妊娠・出産に備え、自身の健康状態を把握するための
プレコンセプション健診の費用助成について、拡充内容を伺う。
従来は保険適用外の健診･検査のみ、費用の2分の1かつ上限3万円を
助成していたが、令和8年10月以降の受検分から、保険適用の有無に

関わらず、医師が必要と認めた健診･検査費用
の10分の10かつ上限3万円を助成する。また、
対象年齢を不妊治療の保険適用年齢と合わ
せ、妻が40歳未満から43歳未満へ引き上げ、
対象医療機関を市内の協力医療機関のみから
市外･県外問わず全ての医療機関へ拡充する。

問

答

環境経済委員会 議案5件
陳情1件

現在のLED防犯街灯は平成28年度に導入
し、令和9年度に1回目の更新とのことだ

が、交換対象と電気料金の削減額について伺う。
今回の更新契約においては、千葉市が締結
した賃貸借契約に基づき平成28年度に導

入した防犯街灯と町内自治会が所有している防犯
街灯などを対象とし、地元に意向確認のうえ希望
があったすべてのものを一斉に交換する。また、
千葉市契約分の灯具を、消費電力20Wまでのもの
から10Wまでの
ものに交換するこ
とで、その電気料
金は、約4,500万
円削減される見込
みである。
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教育未来委員会 議案3件
請願1件

理学療法士や言語聴覚士などを保育士とみ 
なすことができる職種とすることについて、 

その内容と保育の質を確保する取り組みを伺う。
障害のある子どもや医療的ケア児などへの
ニーズに応じ支援を確保・充実するため、保

育施設における勤続年数が3年以上または子育て
支援員研修を修了している理学療法士や言語聴覚
士などの専門職を、保育士とみなすことを可能と
する。保育者としての経験や知見を深めるため、園
内研修や日々の保育
の実践に加え、市主
催の各種研修への参
加を各施設に呼びか
け、保育の質の確保
と向上に努める。

みなし保育士の職種拡充の内容と、
保育の質の確保は
問

答

の審査から

※役付きを除き、議席番号順に掲載しています。

常任委員会

太陽電池に係る税特例の重点化の概要は プレコンセプション健診費用助成の拡充内容は

LED防犯街灯更新事業における
交換対象と電気料金の削減額は
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